化学療法・移植を受けられる方へ

[image: image1.wmf]１、はじめに
　　　入院生活には少しずつ慣れてこられたでしょうか？検査をしたり、いろいろなことに注意をしたりなかなか大変な毎日ですね。その注意のひとつでこれからとても大切になる「感染を予防する」ということについて、つまり病気の原因となる、目に見えないような細菌などからの体を守るということについてお話します。

２、感染とは、そして感染を予防するということについて

　　　貧血や他の病気で抵抗力が弱くなっていたり、また体のどこかに傷口ができたりすると、ばい菌（細菌、ウイルスなど）が体内に侵入しやすくなります。ばい菌が体の中に入ると、高熱がでたり、下痢をしたり、痛みやだるさが強くなったりし、そのままにしておくと大切な内臓の働きも悪くなってしまうこともあります。また人間は元々、体にばい菌を持っているので（例えば、腸には大腸菌、皮膚にはブドウ球菌など）、元気な時には何でもなくても、体力が落ちると自分のもっているばい菌で病気になることがあります。

　　　ばい菌を体の中に入れないように、また、もし入ってきてもその力に負けないために、日頃の生活の中で感染を予防しましょう。影響を少なくすることができます。

３、では、毎日の生活の中で何に気をつけていけばよいのでしょう

　　　皮膚や粘膜（口の中、鼻の中、陰部、肛門部）をいつもきれいにしておくことで、ばい菌を取り除き、また体の外側のものから体を守るという皮膚本来の働きを高めてくれます。

　１）口の中をきれいにしましょう。

★　口の中はもともと細菌やカビが繁殖しやすいところなので、清潔にしておく必要があります。また、リップクリームなどで唇の乾燥を防ぎましょう。

· うがいをしましょう。一日に何回も行うことが一番よい方法です。　外や人の多いところから帰ったときも必ず行いましょう。

· 虫歯や口の中に痛いところがあったら知らせましょう。早めに治療が必要な場合があります。

　【うがい方法】

（1） 日中は２時間毎、夜間は覚醒時に行いましょう。

（2） [image: image2.wmf]特別なうがい薬はいりません。口が荒れて痛みを伴う場合は刺激が少ない生理食塩水をご用意します。ガラガラ・クチュクチュとまんべんなく、口の中とのどに行き渡らせたあと吐きだします。薬剤のうがいはこちらから依頼する場合があります。

（3） 少なくとも1日３回は歯ブラシを使用してブラッシングしましょう。

（4） 嘔吐後は必ずうがいを行いましょう。

（5） 入れ歯をお使いの方は、歯磨きの時と寝る時にはずしましょう。

　２）手を洗いましょう。
· [image: image3.wmf]手はいろいろなところを触るので、一番汚れやすいところです。食事の前やトイレの後、それから眼や口、鼻を触るような時には、液体石鹸と流水で丁寧にあらいましょう。

· 手を洗いに行けない時にも、市販のウエットティッシュなどで、手の清潔に心がけましょう。

· 病室に入る時は、入り口に設置してある簡易式手指消毒剤(ウエルパス)で手を消毒するとさらに効果があります。

　３）陰部、肛門部をきれいにしましょう

· 陰部や肛門部は非常にデリケートなところで、傷つきやすく、とても汚れやすくばい菌にも弱いところです。

· 病室のトイレにはウォシュレット（陰部、肛門部洗浄器）が取り付けてありますので、毎回使いましょう。肛門部に痛みがある方は肛門部を生食ガーゼでそっと拭かれることをお勧めします。生食ガーゼはこちらで準備しますので必要な方は看護師までお知らせください。

４）体全体の皮膚をきれいにしましょう。

· [image: image4.wmf]入浴やシャワーができない時は、蒸しタオルで体を拭きましょう。体の状態により、ご自分でできない場合は看護師の方でさせて頂きます。

· 陰部や肛門部を拭かれる時は必ず使い捨てのおしぼりをご使用ください。　

４、病棟から出る時は
　　　マスクを忘れずに、また風邪をひいている人や発疹のある人には近寄らないようにしましょう。帰室後は必ずうがいと手洗いをしましょう。

５、食事で気をつけること。
· 食中毒などの感染予防のため、配膳後２時間以内に食べましょう。

· 飲み物はコップに移して飲みましょう。口をつけた飲み物はばい菌が移って繁殖します。また、開封後１日で飲みきらなかった飲物は処分しましょう。好中球が低下している間は、開封後３時間で処分しましょう。
· [image: image5.wmf]体の具合に応じ、生卵、生野菜、果物、刺身などがつかない食事（加熱食）をお出ししています。詳しくは、加熱食のパンフレットをご覧ください。

· 持込みはできますが、加熱食の方は必ず病棟の電子レンジで３分以上加熱してから食べましょう。

· 体調に合わせ、メニューを変更することもできます。

· いろいろな栄養を含んだ食べ物を偏りなく十分に食べる事で、病気を治す力となります。今まで以上に元気な体を目指し一緒に頑張っていきましょう。

６、小さな傷をつくらない。

· けがをしないように注意し、危なくないように身の回りの整理整頓を心がけましょう。

· 果物ナイフ、針、ジュースの空き缶、ガラス製品、はさみなどの取り扱いや保管には十分注意しましょう。うがい用のコップなどは、割れにくいプラスチック製品などがよいでしょう。

· 痔や虫さされ、小さなおできなど、放っておかずに必ず医師、看護師に知らせましょう。

· ひげを剃ったり、むだ毛を処理する時は剃刀を使わず、電気カミソリを使いましょう。

· 耳掻きも傷をつくるおそれがあるため、綿棒を使いしましょう。

６、その他

· 床に物を置くことはやめましょう。埃がたまり、掃除がいきとどかなくなります。

· 床に物を落とした時は、必ずウエットティッシュで拭きとりましょう。床にはばい菌がたくさんついています。

· 生花は、カビや細菌感染の原因となるため、病室に飾るのはご遠慮ください。きれいな花でもばい菌がたくさんついていますし、花瓶の水にもばい菌やカビが繁殖します。

· 室内に洗濯物やぬれたタオルを干したりすることは、埃や悪臭の原因となるのでご遠慮ください。

７、おわりに

　「感染を予防する」ことについておわかりになりましたか？

[image: image6.wmf]何かわからないこと、疑問に思うことがある時は、いつでもお知らせらせください。

　これから大変な時もあるかもしれませんが、１日でも早く退院できるようにご協力させていただきます。一緒に頑張っていきましょう。

